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26 倉庫 

【関連章第７章８】 

 

事例 「倉庫内に置かれた高圧洗浄機から出火した火災」 

 

出火時分  ９月 11 時ごろ 

用 途 等  複合用途（倉庫・住宅） 防火造 3/0 延 500 ㎡ 

防火管理  非該当 

被害状況  建物部分焼１棟 70 ㎡等焼損 

概  要 

この火災は、倉庫内に付属している台所から出火したものです。 

出火原因は、台所入口に置かれていた高圧洗浄機の電源コードが短絡し出火したものです。

建物所有者が２階の自宅にいたところ、２回「ボン」という異音を聞き周囲を確認すると、１階

倉庫のシャッター付近から白煙が出ているのを発見しました。 

建物所有者は、倉庫へ向かうため屋外へ出たところで、配送に来ていた運送業者に 119 番通

報を依頼し、依頼された運送業者は、倉庫から出ている煙を確認したため、会社の携帯電話で

119 番通報を行いました。 

近隣の工場の従業員が火災を知り、周囲の従業員に消火器を持ってくるように指示し、合計

22 本の消火器で燃えている倉庫のシャッターへ向けて初期消火を実施しましたが、消し切るこ

とはできませんでした。 

教 訓 等 

倉庫では、大量に物品を保管する状況なども考えられ、そのような状況で火の手が上がって

しまうと、急激に火勢が増してしまうこともあります。そのため、自動火災報知設備等を設置

するなど火災を早期に発見できる体制を整えることや、万が一火災が発生してしまった場合に

備え、有効に消火できる体制を事前に構築しておくことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 26-1 倉庫内の焼損状況 

 

写真 26-2 台所付近の焼損状況 


